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１０月から校外学習を始め、児童は元気に体験学習をしているところです。１０月下旬には、５年
生が宿泊を伴う臨海自然教室を行いました。また、学校以外の方を講師にお招きして授業を実施する
など、通常の学校生活に戻りつつあります。今月はこうした活動をご紹介させていただきます。

１０月２１日から２３日までの３日間茨城県の
「とちぎ海浜自然の家」に行きました。砂浜で
遊び、そこで汲んだ海水を蒸発させて塩をつく
るなど、海での活動を楽しみました。夜は貝の
根付けを作ったり、砂浜でナイトハイクをしたり
して楽しみました。活動するにあたっては、「自分たちで考えて行動する」ことを目標にしていまし
た。予定表を見ながら自主的に活動する姿が、どの場面でも見られましたので、「目標達成！」でし
た。３日間、友達と協力しながら元気に活動することができ、たくさんの思い出が残る臨海自然教室
となりました。

市の国際交流協会から韓国の １１月６日に今年度初めての授業 生活科の「生きもの大すき」
方をお招きして、韓国について 参観を行いました。密集を避ける の学習で、宇都宮動物園から
学習しました。韓国料理をはじ ために５・６時間の２時間を地区 きた、うさぎ４羽とふれあい
めチマチョゴリなど衣服や生活 ごとに分けて実施しました。授業 ました。うさぎをだっこして
習慣について学習しました。そ では、家族を前に緊張しながら発 「かわいい」「ふわふわ」「あ
して韓国の言葉であるハングル 表する姿や友達と学び会う姿など ったかい」などの歓声をあげ
について学習し、自分の名前を が見られたと思います。 ていました。その後、聴診器
ハングル文字で表現することも 次回の授業参観は２月１０日を を使って、うさぎの心臓の音
できました。 予定しています。 を聞き、生きていることを実

感していました。

子どもの言語発達は・・ 話す聞く 読む 書く
（一対一） （一対一） （一対一）

見る （一対多）

本校では「読解力の育成」に取り組んでいます。取組の一つとして、「子どもの言語発達」が
ご専門の宇都宮大学森田教授を招聘して研修を行いました。先生の話は私たちにとって多くの学
びがありましたが、その中でも「『話す聞く』『読む』『書く』は同時期に獲得するものではない」
ということでした。例として、低学年の時期は耳がとてもいいので、聞いた話を家族に話すこと
で言語習得を図るとよいということでした。また、「書く」が弱い児童の場合は、一段階もどっ
て「読む」を指導することで、「書く」力がつくということでした。こうした学びを授業に生か
していきたいと思います。

１２月のお知らせ １４日（月）個人懇談 （～１８日）
１日（火）３・５年スケート教室 ２３日（水）５年邦楽スクールコンサート
２日（水）２・４年スケート教室 ２３日（水）6年租税教室
３日（木）１・６年スケート教室 ２４日（木）１年踏切事故防止教室
９日（水）就学児保護者学校見学 ２５日（金）終業式

１１日（金）移動図書 ２６日（土）冬期休業 （～１月７日）
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○進んで学ぶ子
○心のやさしい子
○元気にがんばる子


